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集落活動センターくろいわの花壇を整備しました

活動中に伐り出した木材を活用して、地域の皆さ

んの活動のお手伝いも行っています。今回は、くろ

いわの花壇につかっていた木材が朽ちてきたので新

しくしたい！というご相談をいただき、自伐型林業

修行中のメンバー 10人と地域の皆さんで整備しま

した。

町有林での実践研修をはじめ、活動の様子を地域

おこし協力隊ホームページにて発信しています。

QRコード先からご覧いただけますので、ぜひチェッ

クしてみてください。

問　産業振興課　自伐型林業推進係　電話­­22-7724

さかわ地域おこし協力隊 /自伐型林業

古代魚アロワナがきました

地質館の立体映像室には、水槽があ

ります。

この水槽では、「ファインディング

ニモ」で有名なカクレクマノミなどの

熱帯魚を飼育しています。しかし、熱

帯魚だけで終わらないのが地質館。熱

帯魚だけではなく、生きている化石の

カブトガニも飼育しています。昔はア

ンモナイトの親戚オウムガイも飼育し

ていましたが、ワシントン条約により

保護されるようになったため、現在は

オウムガイは飼育していません。その代わり、古代魚として有名なアロワナが最近地質館にやっ

てきました。

アロワナの仲間は、恐竜時代の中頃、佐川町で言うと鳥ノ巣石灰岩が堆積していたジュラ紀に

誕生しました。今生きている他の魚と比較すると、かなり長い時代を生き延びてきた仲間になり

ます。この仲間の口は少し変わっていて、骨が入った舌と口蓋（口の天井部分）で獲物をはさん

で食べるという特徴を持っています。

地質館で乾燥エビを食べるアロワナをよくよく見ると、わかるかも知れませんので、ぜひアロ

ワナに会いに地質館に来てください

展示解説：　3月26日　１２：00～・１５：００～　「古代魚の化石とアロワナ」

地質館だより


